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AB > ADである平行四辺形ABCDの辺CD上に点E, 辺AB上に点Fをとり，直線
AEと直線 BCの交点を P, 直線DFと直線 BCの交点を Qとする。BP = CQ = AB
のとき，直線AEと直線DFは直交することを示せ。

解答
AB ECより

�PAB∽�PEC
であるから，AB =BPより

EC =CP
である。したがって， A B

CD E

F
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DE = DC−EC = AB − EC
= BP − CP
= BC

同様に，DC FBより
�CDQ∽�BFQ, AF = BC

も成り立つから
DE = AF= BC= AD

となって，四角形AFEDはひし形である。
特に，2つの対角線AE, DFは直交する。

(おわり)

別解
点 Bを通り，QDに平行な直線と直線ADの交点を Rとする。

BR QD, BQ RDより四角形 BRDQは平行四辺形であるから，特に
RD= BQ

BP =CQ( = AB)より
BQ =CQ−BC =BP−BC= CP

であるから，
AR =AD + DR= BC+ BQ= BC+ CP= BP

したがって，AR BPより四角形ABPRは平行四辺形となって，AB =RPも成り立つ
から，仮定AB =BPとあわせて

四角形ABPRはひし形
となる。ゆえに，

AP⊥BR DQ すなわち AE⊥DF
(おわり)
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